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長
崎
県
立
高
等
技
術
専
門
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
度
生 

一
般
選
考
試
験
問
題 

    

国 
 

 

語

 

   

注 

意 

事 

項 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 

②
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の

汚
れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
試
験
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

③
解
答
用
紙
に
は
、
解
答
欄
以
外
に
受
験
番
号
欄
が
あ
り
ま
す
。
受
験
番
号
を
記
入
し
、

さ
ら
に
そ
の
下
の
マ
ー
ク
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
正
し
く
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

④
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
解
答
番
号
に
対
応
し
た
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
例

え
ば
、 

30 

と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
「
ウ
」
と
解
答
す
る
場
合
に
は
、
左

の
記
載
例
を
参
考
に
し
て
、
解
答
番
号

30
の
解
答
欄
の
「
ウ
」
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

                 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 

 

受 験 番 号 

 

番 

＜記載例＞ 
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一 

次
の
各
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
問
一 
次
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
正
し
い
漢
字
に
改
め
た
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
解
答
番
号
は 

1 

～ 

10 

。 

 

(1) 

社
会
に
カ
ン
ゲ
ン
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

1

 
 

 
 
 
 
 

ア 

換
言 

 
 

イ 

環
源 

 
 

ウ 

管
弦 

 
 

エ 

還
元 

 

 

(2) 

成
長
を
ソ
ガ
イ
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

2

 
 

 
 
 
 
 

ア 

疎
外 

 
 

イ 
阻
害 

 
 

ウ 

訴
外 

 
 

エ 

素
害 

 

 

(3) 

多
く
の
意
見
を
ハ
ン
エ
イ
さ
せ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

3

 
 

ア 

反
映 

 
 

イ 

判
営 

 
 

ウ 
繁
栄 

 
 

エ 

般
鋭 

 

 

(4) 

テ
キ
カ
ク
な
判
断
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

4

   

 
 
 
 
 

ア 

適
格 

 
 

イ 

敵
画 

 
 

ウ 

摘
核 

 
 

エ 

的
確 

 

 

(5) 

流
通
キ
コ
ウ
を
改
善
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

5

 
 

ア 

紀
行 

 
 

イ 

機
構 

 
 

ウ 

気
候 

 
 

エ 

起
工 

 

 

(6) 

こ
の
事
件
の
歴
史
的
イ
ギ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

6

 
 

ア 

意
義 

 
 

イ 

異
議 

 
 

ウ 

威
儀 

 
  

エ 

異
義 

 

 

(7) 

ソ
ウ
イ
工
夫
が
大
切
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

7

 
 

ア 

相
違 

 
  

イ 

創
意 

 
  

ウ 

総
意 

 
  

エ 

相
異 

 

 

(8) 

新
し
い
橋
を
カ
け
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

8

 
 

ア 

架 
 
 
  

イ 

駆 
 
 

  

ウ 

掛 
 
 

  

エ 

懸 
 
 

 

(9) 

ア
ヤ
マ
ち
を
素
直
に
わ
び
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

9

 
 

ア 

謝 
 
 
  

イ 

過 
 
 

  

ウ 

誤 
 
 

  

エ 

討 
 
 

 

( 10) 

受
験
票
の
写
真
を
ト
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

10

 
 

 
  

ア 

採 
 
 
  

イ 

捕 
 
 

  

ウ 

執 
 
 

  

エ 

撮 
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問
二 

次
の
空
欄
に
入
る
適
切
な
語
句
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
を
完
成
し
な
さ
い
。
語
句
は
選
択

肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

11 

～ 

15 

。 

 
(1) 
青
菜
に
（ 

 
 
 
 

）
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

11

 
 

ア 
水 

 
 

イ 

塩 
 
 

ウ 

花 
 
 

エ 

虫 
 
 

 

(2)
（ 

       
）
に
上
げ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

12

 
 

 

ア 

山 
 
 

イ 

机 
 
 

ウ 

岩 
 
 

エ 

棚 
 
 

 

(3)
（ 

        

）
を
か
け
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

13

 
 

 

ア 

馬
車 

 

イ 

荷
車 

 
ウ 

拍
車 

 

エ 

牛
車 

 

 

(4) 

木
を
見
て
（ 

 
 
 
 

）
を
見
ず
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

14

 
 

ア 

山 
 
 

イ 

林 
 
 

ウ 

森 
 
 

エ 

川 
 

 

 

(5)
（ 

 
 
 
 

）
を
正
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

15

 
 

 

ア 

袖 
 
 

イ 

襟 
 
 

ウ 

裾 
 
 

エ 

袂 
 
 

  

問
三 

次
の
カ
タ
カ
ナ
を
正
し
い
漢
字
に
改
め
た
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
四
字
熟
語
を
完
成
し
な
さ
い
。 

 
 

解
答
は
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

16 

～ 

20 

。 

  
 
 
 

(1) 

単
ト
ウ
直
入
…
…
…
… 

16

 
 

 
 

 
 
 
 

(2) 

本
マ
ツ
転
倒
…
…
…
… 

17

 
 

 
 

 
 
 
 

(3) 

温
コ
知
新
…
…
…
…
… 

18

 
 

 
 

 
 
 
 

(4) 

縦
横
無
ジ
ン
…
…
…
… 

19

 
 

 
 

 
 
 
 

(5) 

臨
キ
応
変
…
…
…
…
… 

20

 
 

  

ア 

期 
 
 

イ 

末 
 
 

ウ 

到 
 
 

エ 

人 
 
 

オ 

尽 
 
 

カ 

機 
 
 

キ 

故 
 
 

ク 

未 
 
 

ケ 

刀 
 
 

コ 

個 
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問
四 

次
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

解
答
番
号
は 

21 

～ 

25 

。 

 
(1) 
他
山
の
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

21

 
 

 

(2) 

気
が
置
け
な
い
…
…
…
…
…
…
…
… 

22

 
 

 

(3) 

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
…
…
…
…
… 

23

 
 

 

(4) 

春
秋
に
富
む
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

24

 
 

 

(5) 

水
を
向
け
る
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

25

 
 

 

ア 

ゆ
だ
ん
で
き
な
い
こ
と 

 
 
 
 

イ 

相
手
の
関
心
を
あ
る
方
向
へ
向
け
る
よ
う
誘
い
か
け
る
こ
と 

ウ 

少
し
も
関
係
が
な
い
こ
と 

 
 
 

エ 

自
分
の
人
格
を
磨
く
の
に
役
立
つ
他
人
の
よ
く
な
い
言
行
や
出
来
事 

 

オ 

自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と 

 
 
 

カ 

年
若
く
将
来
が
希
望
に
満
ち
て
い
る
こ
と 

キ 

相
手
の
嫌
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

ク 

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
数
え
切
れ
な
い
こ
と 

ケ 

遠
慮
が
い
ら
な
い
こ
と 

 
 
 
 

コ 

慌
た
だ
し
く
い
そ
が
し
い
こ
と 

 

  

問
五 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

26 

～ 

30 

。 

 

(1) 

折
衷
案
を
採
用
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

26

 
 

 

ア 

せ
つ
あ
い 

 

イ 

せ
っ
ぱ
ん 

 

ウ 

せ
っ
ち
ゅ
う 

 

エ 

せ
っ
そ
う 

 

(2) 

穏
便
に
す
ま
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

27

 
 

ア 

い
ん
べ
ん 

 

イ 

お
ん
べ
ん 

 

ウ 

い
ん
び
ん 

 
 

エ 

お
ん
び
ん 

 

 

(3) 

毅
然
た
る
態
度
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

28

 
 

ア 

き
ぜ
ん 

 
 

イ 

こ
う
ぜ
ん 

 

ウ 

か
く
ぜ
ん 

 
 

エ 

と
つ
ぜ
ん 

 

 

(4) 

伝
染
病
が
蔓
延
す
る
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

29

 
 

ア 

か
つ
え
ん 

 

イ 

じ
ょ
う
え
ん 

ウ 

は
ん
え
ん 

 
 

エ 

ま
ん
え
ん 

 
 
 

 

(5) 

事
務
処
理
が
滞
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

30

 
 

 

ア 

た
ま 

 
 

 

イ 

と
ど
こ
お 

 

ウ 

の
び 

 
 

 
 

エ 

そ
な
わ 

 
 

 

 

 



H29 国語（一般）5/13 

 

問
六 

次
の
文
章
の
空
欄
に
入
る
適
切
な
語
句
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

解
答
番
号
は 

31 

～ 

35 

。 

 
(1) 
（ 

 

）
課
題
を
明
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
…
…
…
…
…
…
… 

31

 
 

 

(2) 

（ 
 

）
こ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

32

 
 

 

(3) 

（ 
 

）
あ
の
猫
の
し
わ
ざ
に
ち
が
い
な
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

33

 
 

 

(4) 

今
夜
の
月
は
（ 

 

）
絵
本
の
一
ペ
ー
ジ
の
よ
う
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

34

 
 

 

(5) 

（ 
 

）
君
の
作
品
の
落
選
は
あ
る
ま
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

35

 
 

 

ア 

ど
う
ぞ 

 

イ 

た
と
え 

 

ウ 
ま
る
で 

 

エ 

き
っ
と 

 

オ 

と
て
も 

カ 

よ
も
や 

 

キ 

な
ぜ 

 
 

ク 

す
っ
か
り 

ケ 

ず
い
ぶ
ん 

コ 

か
な
り 

   

問
七 

次
の
語
と
反
対
の
意
味
を
持
つ
語
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

解
答
番
号
は 

36 

～ 

40 

。 

 
 

(1) 

単
純
…
…
…
… 

36

 
 

 

(2) 

人
工
…
…
…
… 

37

 
 

 

(3) 

容
易
…
…
…
… 

38

 
 

 

(4) 

生
産
…
…
…
… 

39

 
 

 

(5) 

理
想
…
…
…
… 

40

 
 

 

ア 

困
難 

 

イ 

自
然 
 

ウ 

能
動 

 

エ 

消
費 

 

オ 

積
極 

 
 

カ 

現
実 

 

キ 

直
接 

 

ク 

複
雑 

 

ケ 

無
限 

 

コ 

内
面 
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二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

41 

～ 

51 

。 

                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                    

著
作
権
の
関
係
上
、
原
文
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 
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（ 

松
井
孝
典 

「
我
関
わ
る
、
ゆ
え
に
我
あ
り
―
地
球
シ
ス
テ
ム
論
と
文
明
」 

） 

    

問
一 

二
重
傍
線
部
⒜
～
⒠
の
カ
タ
カ
ナ
は
正
し
い
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を
答
え
な
さ
い
。 

解
答
は
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

41 

～ 

45 
。 

 

(1) 

⒜
…
…
… 

41

 
 

 
 

ア 

そ
ん
だ
い 

 
 

イ 

ぼ
う
だ
い 

 
 

ウ 

ば
く
だ
い 

エ 

き
ょ
う
だ
い 

 

 
 (2) 

⒝
…
…
… 

42

 
 

 
 

ア 

講
蓄 

 
 

 
 

イ 

工
築 

 
 

 
 

ウ 

高
蓄 

 
 

エ 

構
築 

 

 

(3) 

⒞
…
…
… 

43

 
 

 
 

ア 

過
程 

 
 

 
 

イ 

仮
定 

 
 

 
 

ウ 

課
程 

 
 

エ 

下
底 

 

 

(4) 

⒟
…
…
… 

44

 
 

 
 

ア 

ち
ょ
う
ち
ょ
う 

イ 

し
ょ
う
し
ょ
う 

ウ 

び
び 

 
 

エ 

さ
ん
さ
ん 

 

 

(5) 

⒠
…
…
… 

45

 
 

 
 

ア 

久
遠 

 
 

 
 

イ 

区
道 

 
 

 
 

ウ 

工
働 

 
 

エ 

駆
動 
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問
二 

空
欄 

① 

に
は
「
物
事
の
お
お
も
と
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
入
る
。
そ
の
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選

択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

46 

。 

 

 
ア 

合
理 

 
 

イ 

根
源 

 
 

ウ 

観
念 

 
 

エ 

徹
底 

 
 

   

問
三 

空
欄 

② 

～ 
④ 
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

47 

。 

 

ア 

②
し
か
し 

 
 

 

③
し
か
し 

 
 
 

④
そ
の
結
果 

 
 

イ 

②
そ
の
結
果 

 
 

③
し
か
し 

 
 
 

④
し
か
し 

 

ウ 

②
し
か
し 

 
 

 

③
そ
の
結
果 

 
 

④
し
か
し 

 
 

 

エ 

②
そ
の
結
果 

 
 

③
そ
の
結
果 

 
 

④
し
か
し 

 

  

問
四 

傍
線
部
⑤
「
自
然
と
は
何
で
し
ょ
う
」
と
あ
る
が
、
筆
者
の
「
自
然
観
」
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

48 

。 

 

 
 

ア 

宇
宙
の
始
ま
り
の
状
態
を
現
在
に
至
る
ま
で
と
ど
め
て
い
る
も
の
。 

 
 

イ 

宇
宙
の
過
去
を
研
究
し
た
結
果
を
現
在
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
も
の
。 

 
 

ウ 

宇
宙
の
現
在
の
姿
を
最
新
の
科
学
技
術
に
よ
っ
て
分
析
し
た
も
の
。 

 
 

エ 

宇
宙
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
と
ら
え
た
も
の
。 

 

  

問
五 

傍
線
部
⑥
「
そ
の
事
実
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選 

 

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

49 

。 

 

 
 

ア 

我
々
人
間
が
科
学
の
力
に
よ
っ
て
解
明
で
き
た
の
は
自
然
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
。 

 
 

イ 

我
々
人
間
の
現
代
ま
で
に
得
た
知
識
に
よ
る
自
然
全
体
の
と
ら
え
方
が
完
全
に
誤
っ
て
い
た
こ
と
。 

 
 

ウ 

我
々
人
間
が
こ
れ
ま
で
手
に
入
れ
た
巨
大
な
「
富
」
の
価
値
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 
 

エ 

我
々
人
間
の
築
き
上
げ
た
文
明
は
強
大
な
自
然
に
対
し
て
ま
っ
た
く
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
。 
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問
六 

傍
線
部
⑦
「
地
球
を
俯
瞰
す
る
視
点
を
手
に
入
れ
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

50 

。 

 

 
 

ア 

科
学
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
地
球
に
い
る
ま
ま
で
宇
宙
に
つ
い
て
の
研
究
が
で
き
る
よ
う
に 

な
っ
た
こ
と
。 

 
 

イ 

科
学
的
な
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
地
球
に
つ
い
て
の
詳
し
い
知
識
を
十
分
に
得
ら
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
こ
と
。 

 
 

ウ 

科
学
と
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
宇
宙
か
ら
地
球
の
全
体
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

に
な
っ
た
こ
と
。 

 
 

エ 

科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
地
球
の
表
面
だ
け
で
は
な
く
内
部
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
る
よ
う 

に
な
っ
た
こ
と
。 

   

問
七 

傍
線
部
⑧
「
現
代
に
お
い
て
「
我
々
と
は
何
か
」
を
問
う
と
い
う
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

51 

。 

 

 
 

ア 

二
十
世
紀
で
手
に
入
れ
た
情
報
に
新
た
な
情
報
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
科
学
と
科
学
技
術
の 

発
展
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
。 

 
 

イ 

宇
宙
、
地
球
、
生
命
、
文
明
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
知
り
得
た
の
か
を
問
い
直
し
つ
つ
、
さ
ら
に 

理
解
を
深
め
る
よ
う
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
。 

 
 

ウ 

強
大
で
底
知
れ
な
い
力
を
持
つ
自
然
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
人
間
の
能
力
の
可
能
性
を
さ
ら 

に
研
究
し
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
。 

 
 

エ 

自
然
災
害
に
よ
っ
て
一
度
破
壊
さ
れ
た
文
明
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
人
々
が
さ
ら
に
「
富
」
を 

手
に
入
れ
る
方
法
を
探
っ
て
い
く
こ
と
。 
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三 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

52 

～ 

60 

。 

 

 

                                    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

                   

著
作
権
の
関
係
上
、
原
文
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 
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（
小
川 

糸
「
僕
の
太
陽
」
） 

  

問
一 

空
欄
（ 

Ａ 

）
～
（ 

Ｃ 

）
に
入
る
最
も
適
切
な
語
句
を
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

52 

～ 

54 

。 

 

(1)
（ 

Ａ 

）
…
…
… 

52

 
 

 
 (2)

（ 

Ｂ 

）
…
…
… 

53

 
 

 
 (3)

（ 

Ｃ 

）
…
…
… 

54

 
 

 

 
 
 

ア 

ゆ
ら
ゆ
ら
と 

 

イ 

鮮
や
か
に 
 

ウ 

た
え
だ
え 

 

エ 

う
す
う
す 

 

  

問
二 

傍
線
部
①
「
切
羽

せ

っ

ぱ

詰
ま
っ
た
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
語
句
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

55 

。 

  
 

 

ア 

わ
か
り
き
っ
た 

 

イ 

さ
し
迫
っ
た 

 

ウ 

腹
を
割
っ
た 

 

エ 

困
り
果
て
た 
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問
三 

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
「
僕
（
薫
）
」
が
知
り
た
か
っ
た
「
夫
（
マ
サ
キ
）
」
に
関
す
る
「
母
の
本
当
の
気
持

ち
」 

 

の
内
容
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

56 

。 

 

 

ア 
夫
を
亡
く
し
た
悲
し
み
が
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
喜
び
の
ほ
う
よ
り
も
強
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。 

 

イ 

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
夫
へ
の
強
い
愛
情
が
次
第
に
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。 

 

 

ウ 

夫
が
亡
く
な
っ
た
の
に
子
ど
も
を
産
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
。 

 

エ 

自
分
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
を
残
し
て
死
ん
だ
夫
を
恨
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。 

 

 

問
四 

傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
こ
の
時
の
「
母
」
の
心
情
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

57 
。 

 

 

ア 

夫
の
死
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
薫
と
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
し
か
な
い
の
だ
と 

決
心
し
た
。 

 

イ 

夫
の
死
の
悲
し
み
は
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
成
長
し
た
薫
よ
り
も
夫
と
の
思
い
出
を
大
切
に
生
き
よ
う 

と
思
っ
た
。 

 

ウ 

夫
の
死
の
悲
し
み
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
薫
た
ち
と
の
人
生
を
楽
し
ん
で
よ
い
の
だ
と
思
え
る
よ
う 

に
な
っ
た
。 

 

エ 

夫
の
死
を
決
し
て
悲
し
ん
で
は
な
ら
ず
、
薫
の
誕
生
の
喜
び
を
大
切
に
生
き
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
と 

反
省
し
た
。 

 

 

問
五 

傍
線
部
④
「
僕
の
乱
暴
な
気
持
ち
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

58 

。 

 

ア 
 

母
か
ら
再
婚
す
る
つ
も
り
だ
と
告
げ
ら
れ
た
時
の
驚
き
に
よ
る
、
母
と
再
婚
相
手
を
激
し
く
嫌
悪
す
る 

気
持
ち
。 

 
 

イ 

母
か
ら
自
分
を
出
産
し
た
状
況
を
聞
い
た
時
の
悲
し
み
に
よ
る
、
自
分
の
人
生
に
対
す
る
投
げ
や
り
な 

気
持
ち
。 

 
 

ウ 

母
か
ら
夫
の
死
と
我
が
子
の
誕
生
に
関
す
る
思
い
を
告
げ
ら
れ
た
時
の
衝
撃
に
よ
る
、
や
り
場
の
な
い 

気
持
ち
。 

 
 

エ 

母
か
ら
ベ
ル
リ
ン
旅
行
中
の
思
い
を
聞
い
た
時
の
意
外
さ
に
よ
る
、
母
を
理
解
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め 

る
気
持
ち
。 
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問
六 

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
「
僕
（
薫
）
」
が
こ
の
よ
う
な
心
情
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢

か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

59 

。 

 

 

ア 
母
は
今
後
ベ
ル
リ
ン
で
生
き
て
い
く
の
に
自
分
だ
け
日
本
へ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。 

 

イ 

母
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
自
分
の
存
在
が
必
要
で
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
。 

 

ウ 

母
の
再
婚
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い
い
か
反
対
し
た
方
が
よ
い
の
か
判
断
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。 

 

エ 

母
が
再
婚
し
て
し
ま
っ
た
後
は
二
度
と
会
い
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
。 

  

問
七 

傍
線
部
⑥
に
つ
い
て
「
僕
（
薫
）
」
の
心
情
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

60 

。 

 

 

ア 
 

幼
い
頃
の
自
分
も
忘
れ
て
い
た
で
き
ご
と
を
母
は
覚
え
て
い
て
く
れ
た
の
だ
と
今
初
め
て
聞
く 

こ
と
が
で
き
た
。 

 

イ 

幼
い
頃
の
自
分
の
様
子
を
二
人
で
旅
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
母
が
や
っ
と
思
い
出
し
て
く
れ
た 

こ
と
を
知
っ
た
。 

 

ウ 

幼
い
頃
か
ら
の
意
識
的
な
自
分
の
行
動
が
母
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
た 

と
確
認
で
き
た
。 

 

エ 

幼
い
頃
の
自
分
の
何
気
な
い
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
母
を
悲
し
ま
せ
た
り
喜
ば
せ
た
り
し
て
い
た 

の
だ
と
知
っ
た
。 

 

 


